
 

 

令和３～５年にかけて、全県的に祭り・行事の実態を調査

し、報告書を刊行したことを踏まえ、調査員の経験談を交

えた祭りの保存・活用と継承を考えるシンポジウムを開

催しました。 

「まつりを考える」と題し、パネリスト５名（写真右）から祭り・行事に関する発表をし

ていただき、コーディネーター（写真左）の進行でディスカッションを行いました。 

文化財保存活用支援事業 
～ えひめのまつりを考える  

         保存活用と継承 ～ 

令和６年７月 13日（土） 

「愛媛県の祭り・行事について」、「まつりは誰のものか？文化財としての祭り・行事のこ

れから」という題で、調査委員による基調講演等が行われました。 

【シンポジウム 

：基調講演ほか】 

【パネルディスカッション：「まつりを考える」】 


